学術講演会
日時：5月9日（金）19：00から

場所：いわなび

講師：伊藤学而先生（元鹿児島大学歯学部歯科矯正学講座教授）

演題：「歯列・口腔・顎顔面のトータルケアを岩見沢から！」
『カウンセリングで治す顎関節症』などの著書で知られる伊藤学而先生をお招きして、講演会が開かれた。歯列がきれいに整い頑健で健康な口腔内を持つ未開部族に文明が入った途端、一世代後には早くも口腔歯列の乱れが見られることから、遺伝よりも環境が顎顔面の形成に大きな影響を及ぼすことを示し、姿勢や嚥下運動が原因と考えられる顎関節症が多くあることや、幼少時から大人までの食育、姿勢、嚥下への注意を促し国民が健康な身体を作ることに力をいれたいと述べた。
[image: image1.jpg]



伊藤学而先生 講演要旨

北米やアンデス等の未開部族は歯列が広く、整っていて、顎顔面は頑健で、う蝕はなく健康な口腔内である。しかし、文明化のおかげで、たった一世代でも上記の健康な口腔状態が崩壊してしまう例が数多く認められる。つまり遺伝よりも環境が顎顔面の形成に大きな影響を及ぼすということを念頭に置くべきだ。

＜健康な未開部族の体と食事は＞

病人や奇形者がいない。身体の発達が素晴らしく頑丈で、顔と歯列弓は充分に発達している。う歯は殆どなく、第三大臼歯まで揃っている。そしてよく働いて純朴である。

カロリーの高くない食品を大量に摂取し、ミネラルや脂溶性ビタミンは、地域によって内臓や骨髄、眼球、昆虫、海産物、土壌などから確保していた。

未開部族の食物は、身体の形成・回復物質を適切に供給しているに違いない。

＜一方、近代化した部族の食事は＞

近代商業は、精白小麦粉、砂糖、精白米、植物油、缶詰食品など精製され、保存が利く食料を送り込んでいた。

近代化した社会では、日常の食事は熱エネルギーを補うカロリーを中心に摂取している。

ミネラルとビタミン、特に脂溶性ビタミンが不足すると免疫力・抵抗力が弱まり、感染しやすくなって上部な身体が作れない。

　姿勢や嚥下運動が原因と考えられる顎関節症は少なくなく、カウンセリングによる治療を始めたところ案外成績がよかった。これを本にまとめたので是非ご覧になっていただきたい。幼少時からの食育、姿勢、嚥下などへの注意を喚起し、国民が健康な身体を作ることに力をいれたい。
